
　２月14日バレンタインデーの日、東京渋谷・原宿の中心街で「安倍
政権NO!」を求める人々が大行進を行いました。デモの飛び入り参加も
あり、参加者は１万人（主催者発表）。５野党（民主・維新・共産・社民・
生活）の代表も参加し、スピーチしました。

　「野党は共闘」の
声はさらに大きく
なり、19日には５
党共同による「戦
争法廃止法案」の
提出と、国政選挙
での協力が合意さ
れ ま し た。「T-ns 
SOWL」など夏に
選挙権を得る高校
生や、各世代・各
階層での共同も広
がっています。

野党５党の共闘も始まる野党５党の共闘も始まる
安倍政権にNO!に一万人安倍政権にNO!に一万人

　

１
月
27
日
の
第
１
回
団
交
で
、

厚
生
連
は
、
譲
渡
に
関
し
て
、

労
働
者
が
納
得
で
き
る
だ
け
の

理
由
も
合
理
性
も
示
さ
ず
「
納

得
し
て
欲
し
い
」
と
す
る
ば
か

り
で
、「
労
組
と
の
十
分
な
協

議
を
尽
く
す
」
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
に
も
明
言
を
避
け
ま

し
た
。
し
か
も
現
場
の
実
態
と

経
営
側
の
認
識
に
大
き
な
違
い

が
あ
り
、
厚
生
連
は
１
月
14
日

の
職
員
説
明
会
で
「
職
員
は
十

分
理
解
し
て
も
ら
い
、
譲
渡
さ

れ
る
こ
と
に
も
納
得
し
て
い

る
」
と
発
言
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

と
し
て
い
る
」、「
譲
渡
さ
れ
る

こ
と
で
の
賃
金
・
労
働
条
件
の

低
下
の
可
能
性
が
心
配
」
等
、

不
安
や
心
配
、
経
営
者
に
対
す

る
怒
り
や
失
望
の
声
が
溢
れ
ま

し
た
。
心
配
の
あ
ま
り
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
失
業
手
当
の
相
談

が
相
次
ぎ
、
病
院
に
「
相
談
を

控
え
る
よ
う
に
」
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　

さ
ら
に
労
組
で
は
、「
わ
た

し
の
一
言
」
に
取
り
組
み
、
短

期
間
に
組
合
員
の
６
割
を
超
え

る
方
か
ら
、
様
々
な
怒
り
や
不

満
、
意
見
や
要
求
な
ど
を
集
め

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
ま
と
め
て

報
告
集
と
し
て
配
布
す
る
と
と

も
に
、
厚
生
連
に
も
「
私
た
ち

の
声
」
と
し
て
提
示
し
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
の
第
２
回
団
交
で

は
、
労
組
は
「
医
療
機
能
の
維

団
交
は
休
憩
を
挟
ん
で
「
①
労

組
と
の
誠
実
な
協
議
を
行
う
、

②
譲
渡
を
決
断
す
る
に
至
る
経

過
や
理
由
、
及
び
譲
渡
基
本
契

約
の
中
の
雇
用
・
労
働
条
件
部

分
に
つ
い
て
、
文
書
に
よ
る
提

示
を
次
回
団
交
時
に
行
う
」
な

ど
の
３
点
に
つ
い
て
、
合
意
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

　

労
組
は
職
員
に
翌
日
の
朝
ビ

ラ
で
団
交
内
容
を
伝
え
、
夕
方

に
は
支
部
集
会
を
開
い
て
組
合

員
の
意
見
や
要
望
を
集
約
。「
職

員
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
、

譲
渡
あ
り
き
で
進
め
ら
れ
よ
う

持
」
の
た
め
、
厚
生
連
が
責
任

を
持
っ
て
「
現
行
の
職
員
体

制
・
賃
金
・
労
働
条
件
」
を
承

継
さ
せ
る
よ
う
交
渉
。
交
渉
の

末
、「
会
は
承
継
予
定
法
人
と

（
全
員
雇
用
・
労
働
条
件
維
持

に
向
け
て
）
協
議
を
行
う
」
と

労
使
合
意
し
た
も
の
の
文
書
確

認
は
、
か
た
く
な
に
拒
み
続
け

る
姿
勢
を
続
け
、
団
体
交
渉
は

深
夜
過
ぎ
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

内
部
の
労
使
関
係
だ
け
で
は
問

題
解
決
は
厳
し
い
と
、
住
民
の

み
な
さ
ん
や
行
政
、
議
会
な
ど

の
関
係
者
に
も
、
実
情
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
地
域
か
ら
の
声

で
「
医
療
機
能
の
維
持
」
を
実

現
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、

交
渉
と
同
時
並
行
で
対
応
も
図

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
久
喜
総
合
病
院
で

は
、
譲
渡
予
定
先
が
、
一
方
的

に
「
個
別
面
談
」
で
給
与
水
準

の
提
示
や
確
認
を
求
め
る
行
動

を
起
こ
し
て
お
り
、
労
組
は
そ

の
都
度
、
抗
議
や
申
し
入
れ
で

問
題
点
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

現
場
で
は
「
賃
金
水
準
だ
け
明

ら
か
に
な
っ
て
も
、
ど
う
い
う

計
算
な
の
か
、
労
働
時
間
・
休

日
な
ど
の
労
働
条
件
も
明
ら
か

で
な
い
ま
ま
で
は
、
判
断
し
よ

う
が
な
い
」
と
い
う
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
、
17
日
の
団
交
で

は
、
選
別
な
し
の
全
員
雇
用
と

労
働
条
件
の
維
持
を
求
め
つ
つ
、

厚
生
連
の
責
任
と
し
て
、
有
休

消
化
や
買
取
り
、
退
職
金
や
職

員
預
り
金
の
確
保
な
ど
、
組
合

員
の
切
実
な
要
求
に
沿
っ
た
交

渉
を
行
っ
て
、
一
部
（
退
職
金

と
職
員
預
り
金
）
で
は
「
確
認

書
」
も
交
わ
し
ま
し
た
。

　

間
近
に
せ
ま
っ
た
譲
渡
の
中

で
、
職
員
の
生
活
と
権
利
を
守

り
、
地
域
医
療
に
責
任
を
果
た

せ
る
の
か
ど
う
か
、
た
た
か
い

は
続
い
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

全
国
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

垂れ幕も掲げての熊谷総合病院の早朝ビラ

久喜での朝ビラ。各地からの檄布も張りだしました

若い人たちが続々と立ち上がっています

地域医療と雇用・労働条件を守れ！地域医療と雇用・労働条件を守れ！地域医療と雇用・労働条件を守れ！
　
埼
玉
県
厚
生
連
２
病
院
（
熊
谷
・
久
喜
）
の
譲
渡
問
題
（
１
月
号
で
一
部
既
報
）
は
、
埼
厚
労
対

策
会
議
（
埼
厚
労
、
全
厚
労
、
県
医
労
連
、
埼
労
連
、
日
本
医
労
連
）
の
も
と
で
、
厚
生
連
と
の
団

体
交
渉
を
１
月
27
日
か
ら
、
２
月
17
日
ま
で
に
４
回
、職
場
集
会
も
そ
の
度
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

埼玉県厚生連、熊谷・久喜総合病院の仲間へ支援を
労
働
条
件
の
現
行
水
準
維
持
が
必
要

労
働
条
件
の
現
行
水
準
維
持
が
必
要

労
働
条
件
の
現
行
水
準
維
持
が
必
要

「
医
療
機
能
維
持
」に
は
全
員
雇
用

「
医
療
機
能
維
持
」に
は
全
員
雇
用

「
医
療
機
能
維
持
」に
は
全
員
雇
用

【1面】埼玉・２病院譲渡問題（続報）
【2面】西日本・三北ブロック春闘集会
【3面】自転車共済始まる
　　　秋田ウィンターフェスタ

http://www.zenkouro.org/
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　安倍政権は2017年４月、消費税を10％に引き上げようとしている。増
税分を社会保障に充てることで、老後・暮らしの安心を支えるというのが、
その大義名分だ。
　では、私たちの負担は報われるのか。
　そんな問題意識から、朝日新聞経済部の記者たちが老人介護、社会福祉、
医療・年金の現場を歩きスタートしたのが「報われぬ国」という大型連
載だった。このほど加筆のうえ、『ルポ老人地獄』（文春新書）として上
梓され、早くも話題を呼んでいる。
　たとえば小規模デイサービス事業者が広く行っている「お泊りデイ」。
利益は大きいが、男女一緒に雑魚寝、相次ぐけがや感染、介護保険の不
正請求など、「現代の姥捨て山」の実態はすさまじい。福祉を食うビジネス、
過酷な国保料取り立ても暴いた。
　政府や大企業に近すぎる記事が目立つ経済面で、「報われぬ国」は異色
の連載だった。抗議を受け訴訟にもなり、一部訂正もあったが、果敢な
報道にとって、抗議は「勲章」ともいえる。
　あとがきで松浦新記者は「経済部といっても官庁や企業などのいわゆ
る記者クラブに所属したことがない記者がほとんどで、私も含めて部内
では少しばかりはみ出し者の集団だったかもしれない」と取材班を紹介
し、「そのぶん、官庁や企業にまったく縛られず、自由な立場で取材に取
り組めた」と連載成立の事情を明かす。
　地域の社会福祉協議会の試みに無料低額診療の実践、孤立ゼロをめざ
す自治体などと並んで、本書が伝える希望は、「少しばかりはみ出し者」
の記者たちの取材に、介護や福祉の現場で苦闘する担い手たちが、勇を
ふるって真実を語るところにもある。
　日本福祉大・二木立学長が本書で言うように、介護職員不足の背景には、
「地位と給料」の低さがある。制度政策要求という点でも、担い手の「地
位と給料（賃金）」の改善という点でも、本書の問題提起は労働組合の課
題に通じる。
　そしていつの日か、こういう仕事こそ、経済報道の「主流」になって
ほしい。                                                                      （連合通信より）

経済ニュースの裏側
ジャーナリス

ト

北健一の

　

２
月
13
日
〜
14
日
、
田
沢
湖

高
原
温
泉
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
山
麓

荘
に
て
秋
厚
労
青
年
部
主
催

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
厚
労
・

秋
田
県
医
労
連
ふ
く
め
89
名
が

参
加
し
秋
厚
労
青
年
部
史
上
、

最
大
規
模
の
フ
ェ
ス
タ
と
な
り

ま
し
た
。
全
厚
労
か
ら
は
埼
玉
、

三
重
、
大
分
、
本
部
か
ら
５
名

参
加
、
秋
田
県
医
労
連
か
ら
は

５
単
組
12
名
が
参
加
し
、
交
流

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
夕
方
ま
で
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
、

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
初
対
面

の
相
手
と
も
大
い
に
歓
談
、
ま

た
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
病
院
・

都
道
府
県
の
垣
根
を
越
え
、
日

ご
ろ
の
悩
み
や
仕
事
に
対
す
る

思
い
な
ど
を
語
り
つ
く
し
、
２

日
目
朝
に
は
１
日
目
の
様
子
を

ス
ラ
イ
ド
写
真
と
と
も
に
ふ
り

返
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
、

全
員
で
の
記
念
撮
影
を
行
い
、

参
加
し
た
青
年
一
同
の
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
は

青
年
部
お
手
製
の
座
席
カ
ー
ド

や
名
札
、
当
日
撮
っ
た
写
真
を

持
ち
寄
り
一
晩
で
制
作
し
た
ス

ラ
イ
ド
映
像
な
ど
、
他
県
か
ら

の
参
加
や
初
参
加
者
に
も
楽
し

め
る
よ
う
な
青
年
部
の
工
夫
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
安
否
確

認
・
見
回
り
の
徹
底
な
ど
「
組

織
的
対
応
」
も
き
ち
ん
と
し
て

お
り
配
慮
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

秋
厚
労
青
年
委
員
長
・
館
岡
賢

太
さ
ん
か
ら
の
「
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
で
大
い
に
語
り
、
職

場
の
不
満
や
悩
み
か
ら
組
合
へ

の
要
求
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
交
流
会
挨
拶
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
「
組
合
で
変
え
て
ほ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
っ
た
設
問
が
あ
り
、
し
っ

か
り
と
青
年
部
活
動
と
組
合
運

動
を
繋
げ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

秋
厚
労
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

タ
に
参
加
し
感
じ
た
青
年
の
熱

さ
を
、
全
厚
労
青
年
部
に
も
持

ち
帰
っ
て
、
10
月
に
埼
玉
で
開

催
予
定
の
青
年
集
会
「
Ｋ
，ｓ 

ｓ

ｔａ
ｔ
ｉｏｎ
」
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
宣
部
　
加
藤
ふ
み
）

　自転車保険の受付期間は、４月１日から５月中旬
までとなります。希望される組合員は、加入申込書・
保険料を単組・支部の担当者に提出をお願いします。
県医労連は、各組織の申込書・保険料を集約し、５
月中旬までに県労連へ提出する手続きとなります。

「医労連共済」
から皆さんへ

新たな“助け合い”
“支え合い”を届けます！
新たな“助け合い”
“支え合い”を届けます！

補償期間は
７月から
翌年７月まで

　自転車保険は、毎年の加入手続きが必要となります。
補償期間は、７月１日ＰＭ４時から翌年の７月１日
ＰＭ４時までとなります。
　自転車保険の紹介資料は、２月下旬に加盟組織に配
布予定です。現在、2016年度の保険料・補償内容の見
直しがおこなわれています。確定してパンフレットが
出来次第に医労連共済事業局から配布します。

　第47回日本医労連中央委員会(１月20～ 21日)
において、医労連共済事業の共済制度改定・規約改
正案が承認されました。内容は、①全労連共済の自
転車保険を活用する、②床下浸水見舞金の新設です。

自転車保険の開始～
受付の流れ

医労連共済の“NEW制度”

自転車保険 受付は５月中旬まで

１

2

全労連共済の自転車保険を活用します
（受け付けは５月中旬まで！）
※東京医労連は東京労働共済会が実施する「自転車保険」、
　大阪医労連は大阪労連共済が実施する「個人賠償責任保険」を利用する。

床下浸水見舞金の新設（16年７月１日より実施）

　

２
月
10
日
、
新
潟
県
新
発
田

市
に
て
、
三
北
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘

討
論
集
会
が
28
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
折
笠
由
美
子
副
執
行

委
員
長
が
「
年
明
け
に
、
埼
玉

県
厚
生
連
の
久
喜
総
合
病
院
と

熊
谷
総
合
病
院
の
２
病
院
が
民

間
譲
渡
さ
れ
る
話
が
出
た
。
全

厚
労
と
し
て
埼
厚
労
を
し
っ
か

り
と
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、「
協
同
組
合
は
誰

か
が
利
益
を
得
る
も
の
で
は
な

い
。
地
域
医
療
を
守
る
協
同
組

合
の
厚
生
連
は
重
要
だ
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
新
潟
か
ら
、「
第
２

組
合
設
立
後
の
脱
退
勧
奨
・
支

部
長
の
不
当
配
転
に
不
当
労
働

行
為
救
済
申
立
を
実
施
し
た
。

人
件
費
を
毎
年
１
億
２
千
万
円

減
額
し
続
け
る
給
与
表
・
給
料

体
系
見
直
し
提
案
を
受
け
た
が
、

粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、
今
年

４
月
か
ら
の
強
制
導
入
は
行
わ

な
い
こ
と
を
確
認
。
今
後
、
撤

回
を
求
め
て
春
闘
で
交
渉
す
る
。

病
院
縮
小
・
廃
止
問
題
で
は
地

域
と
一
体
と
な
り
働
き
掛
け
、

栃
尾
診
療
所
と
し
て
存
続
と
な

っ
た
」
と
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
潟
で
は
、

農
林
年
金
の
特
例
業
務
負
担
金

の
一
括
納
入
を
理
由
に
賞
与
手

当
を
年
４
回
か
ら
３
回
と
す
る

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
新
潟
で

農
林
年
金
が
議
題
と
な
っ
た
の

は
初
め
て
で
あ
り
、
他
道
県
連

で
の
農
林
年
金
問
題
が
ど
う
な

る
か
注
視
が
必
要
で
す
。

　

今
後
の
事
業
計
画
で
は
、
北

海
道
で
帯
広
厚
生
病
院
の
移
転

新
築
、
富
山
は
平
成
30
年
に
固

定
比
率
１
０
０
％
到
達
、
新
潟

で
は
「
慢
性
的
赤
字
病
院
は
根

本
的
に
見
直
す
」
と
明
記
さ
れ

た
、
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
構
想
で
は
、
秋
田

か
ら
県
主
導
で
県
南
の
２
つ
の

二
次
医
療
圏
の
統
合
議
論
が
進

行
、
福
島
で
も
２
つ
の
二
次
医

療
圏
の
統
合
議
論
が
進
行
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

16
春
闘
の
課
題
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
新
潟
か
ら
「
人
件

費
削
減
の
撤
回
、
病
院
縮
小
、

栄
養
科
の
委
託
問
題
。
連
休
制

度
に
つ
い
て
労
使
委
員
会
で
継

続
交
渉
。
厚
生
連
と
し
て
存
続

さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
医
療
を

守
る
」、
福
島
か
ら
「
調
理
員

の
一
時
金
、
57
歳
以
上
の
一
時

金
カ
ッ
ト
・
定
昇
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
な
い
。
早
朝
集
会
、
ワ
ッ
ペ

ン
や
腕
章
着
用
を
実
施
す
る
」、

秋
田
か
ら
「
58
歳
以
上
の
一
時

金
カ
ッ
ト
改
善
、
定
昇
ス
ト
ッ

プ
阻
止
、
誕
生
日
休
暇
（
誕
生

月
に
有
休
２
日
間
）
の
取
得
率

向
上
。
誕
生
日
休
は
、
取
得
率

は
約
30
％
で
、
特
に
７
対
１
病

棟
Ｎ
ｓ
の
取
得
率
は
ゼ
ロ
。
助

　

集
会
で
は
、
労
働
者
教
育
協

会
常
任
理
事
で
全
労
連
元
総
合

労
働
局
長
の
寺
間
誠
治
さ
ん
か

ら
「
労
働
組
合
っ
て
何
だ
？
」

と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

寺
間
さ
ん
は
、「
プ
ロ
野
球

選
手
会
」
が
労
働
組
合
と
し
て

認
定
さ
れ
、
選
手
生
命
も
短
く

社
会
保
障
も
不
十
分
な
選
手
の

地
位
向
上
を
目
的
に
運
動
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
の
野

球
教
室
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
な

ど
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
紹
介
。
２
０
０

４
年
に
起
き
た
プ
ロ
野
球
選
手

会
の
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題
で
は
、

全
労
連
が
選
手
会
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
、
定
期
大
会
で
全
面

支
援
を
確
認
し
て
、
と
も
に
闘

っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
、
今
の
労

働
組
合
活
動
で
、
労
働
三
権

（
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、
団

体
行
動
権
）
が
し
っ
か
り
と
活

か
さ
れ
て
い
る
か
、
と
問
い
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

労
基
署
の
労
働
相
談
員
も
さ

れ
て
い
る
寺
間
さ
ん
は
、
こ
の

数
年
間
で
一
番
多
い
相
談
内
容

が
、
解
雇
問
題
か
ら
、
い
じ
め

問
題
と
変
化
し
て
い
る
状
況
を

報
告
し
、
労
働
強
化
が
パ
ワ
ハ

ラ
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題

を
生
み
出
し
て
い
る
と
指
摘
。

ま
た
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
な
ど
、
労
働
時
間

が
規
制
さ
れ
ず
、「
残
業
代
ゼ

ロ
」
で
働
か
せ
る
制
度
が
導
入

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

１
３
０
年
前
に
起
き
た
シ
カ
ゴ

で
の
ヘ
イ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
件

（
８
時
間
労
働
を
求
め
る
労
働

者
た
ち
が
、
弾
圧
さ
れ
て
殺
害

さ
れ
た
事
件
）
を
経
て
、
メ
ー

デ
ー
（
５
月
１
日
）
が
生
ま
れ
、

そ
の
運
動
が
引
き
継
が
れ
て
い

る
中
で
、
歴
史
に
逆
行
す
る
動

き
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、「
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
を
め
ざ
す
看
護
集

会
」
が
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
０

３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
厚

労
か
ら
も
約
20
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

医
療
現
場
の
長
時

間
労
働
や
多
い
夜
勤

回
数
、
短
い
勤
務
間

隔
な
ど
は
、
医
師
・

看
護
師
・
介
護
職
員

不
足
が
そ
の
根
底
に

あ
り
、
安
全
・
安
心

の
医
療
や
介
護
を
困

難
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
予
算
を
大

幅
に
削
減
す
る
安
倍

政
治
の
も
と
で
、
そ

の
困
難
な
状
況
は
さ

ら
に
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。

　

集
会
で
は
、
国
会

　

一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行
う
５
年

毎
の
世
論
調
査
で
、
労
働
組
合

に
対
す
る
青
年
ら
の
イ
メ
ー
ジ

が
就
職
前
と
就
職
後
で
、「
職

場
を
良
く
す
る
た
め
に
大
切
」

「
い
ろ
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
る
」
が
大
幅
に
増
え
、

逆
に
「
雑
務
が
多
く
大
変
そ

う
」
と
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
こ
う

い
う
点
を
克
服
し
て
い
け
ば
労

働
組
合
の
可
能
性
は
大
き
く
広

が
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
地
域
住
民
あ
っ
て
の
医
療
で

あ
っ
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の

労
働
組
合
と
も
連
帯
し
て
、
福

祉
や
社
会
保
障
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、
鹿
児
島
か

ら
、
労
働
時
間
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
「
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
と
、

不
払
い
労
働
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
」
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
自
由
な
テ
ー
マ
で
討

論
し
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
は
、「
労
働
組
合
の

役
割
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
重
要
性

が
良
く
分
か
っ
た
」「
他
県
の

取
り
組
み
で
参
考
に
な
る
も
の

が
あ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

産
師
の
他
病
院
か
ら
の
助
勤
制

度
は
12
月
で
終
了
し
た
が
、
薬

剤
師
の
助
勤
制
度
が
始
ま
る
」、

北
海
道
か
ら
「
人
事
制
度
の
充

実
に
向
け
て
の
検
討
（
単
身
赴

任
手
当
の
増
額
、
人
事
制
度
全

般
の
課
題
解
決
に
向
け
た
協

議
）、適
正
な
労
働
時
間
の
管
理
、

地
域
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
向

け
た
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
の
明
示
」、
富
山
か
ら
「
減

額
措
置
の
な
い
定
期
昇
給
、
看

護
師
調
整
手
当
を
中
堅
層
以
降

に
増
額
、
55
歳
以
降
の
一
時
金

カ
ッ
ト
改
善
、
暫
定
給
を
基
本

給
に
組
み
入
れ
る
こ
と
」
な
ど

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
互
に
意
見
交
換
お
よ
び
情

報
共
有
を
行
い
、
16
春
闘
勝
利

に
向
け
て
、
貴
重
な
討
論
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
教
宣
部
　
中
川
　
健
）

請
願
署
名
を
集
め
、
自
治
体
決

議
と
国
へ
の
意
見
書
採
択
を
広

げ
、
国
会
決
議
と
具
体
的
な
法

整
備
な
ど
を
実
現
し
よ
う
と
意

思
統
一
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

集
会
後
に
、
現
場
の
実
情
と

切
実
な
要
求
を
訴
え
る
た
め
、

衆
参
の
厚
生
労
働
委
員
を
中
心

に
要
請
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
厚
労
は
、
出
身
県
と
参
議
院

比
例
区
に
分
か
れ
て
厚
労
委
員

を
回
り
ま
し
た
。
野
党
の
み
な

さ
ん
は
比
較
的
話
を
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
が
、
特
に
小
池
晃
議

員
（
共
産
）
の
部
屋
で
は
、
要

請
団
に
元
同
僚
の
看
護
師
さ
ん

も
い
て
、
議
員
本
人
は
留
守
で

し
た
が
、
応
接
室
で
秘
書
の
方

に
じ
っ
く
り
と
看
護
現
場
の
実

態
を
聞
い
て
頂
け
ま
し
た
。

～衆参厚生労働委員へ要請～

法改正と医療予算の
大幅増額を

法改正と医療予算の
大幅増額を

初めて聞く話も多かった講演にも納得 寺間誠治さん

応接室でしっかりと話を聞いてくれました

三北ブロック代表があつまりました

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
集
会

　
２
月
６
〜
７
日
、
高
知
県
高
知
市
・
三
翠
園
に
て
、
全

厚
労
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
集
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
全
厚
労
未
加
盟
の
鹿
児
島
県
厚
生
連
の
仲
間

２
名
も
参
加
し
、
総
計
７
県
か
ら
80
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
役
割
し
っ
か
り
学
ぶ

労
働
組
合
の
役
割
し
っ
か
り
学
ぶ

労
働
組
合
の
役
割
し
っ
か
り
学
ぶ三北ブロック

春闘討論集会

春闘勝利に向けて意見交流春闘勝利に向けて意見交流春闘勝利に向けて意見交流

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
89
名
の
青
年
集
ま
る

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
89
名
の
青
年
集
ま
る

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
89
名
の
青
年
集
ま
る

秋
厚
労
青
年
部・史
上
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
に
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　安倍政権は2017年４月、消費税を10％に引き上げようとしている。増
税分を社会保障に充てることで、老後・暮らしの安心を支えるというのが、
その大義名分だ。
　では、私たちの負担は報われるのか。
　そんな問題意識から、朝日新聞経済部の記者たちが老人介護、社会福祉、
医療・年金の現場を歩きスタートしたのが「報われぬ国」という大型連
載だった。このほど加筆のうえ、『ルポ老人地獄』（文春新書）として上
梓され、早くも話題を呼んでいる。
　たとえば小規模デイサービス事業者が広く行っている「お泊りデイ」。
利益は大きいが、男女一緒に雑魚寝、相次ぐけがや感染、介護保険の不
正請求など、「現代の姥捨て山」の実態はすさまじい。福祉を食うビジネス、
過酷な国保料取り立ても暴いた。
　政府や大企業に近すぎる記事が目立つ経済面で、「報われぬ国」は異色
の連載だった。抗議を受け訴訟にもなり、一部訂正もあったが、果敢な
報道にとって、抗議は「勲章」ともいえる。
　あとがきで松浦新記者は「経済部といっても官庁や企業などのいわゆ
る記者クラブに所属したことがない記者がほとんどで、私も含めて部内
では少しばかりはみ出し者の集団だったかもしれない」と取材班を紹介
し、「そのぶん、官庁や企業にまったく縛られず、自由な立場で取材に取
り組めた」と連載成立の事情を明かす。
　地域の社会福祉協議会の試みに無料低額診療の実践、孤立ゼロをめざ
す自治体などと並んで、本書が伝える希望は、「少しばかりはみ出し者」
の記者たちの取材に、介護や福祉の現場で苦闘する担い手たちが、勇を
ふるって真実を語るところにもある。
　日本福祉大・二木立学長が本書で言うように、介護職員不足の背景には、
「地位と給料」の低さがある。制度政策要求という点でも、担い手の「地
位と給料（賃金）」の改善という点でも、本書の問題提起は労働組合の課
題に通じる。
　そしていつの日か、こういう仕事こそ、経済報道の「主流」になって
ほしい。                                                                      （連合通信より）

経済ニュースの裏側
ジャーナリス

ト

北健一の

　

２
月
13
日
〜
14
日
、
田
沢
湖

高
原
温
泉
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
山
麓

荘
に
て
秋
厚
労
青
年
部
主
催

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
厚
労
・

秋
田
県
医
労
連
ふ
く
め
89
名
が

参
加
し
秋
厚
労
青
年
部
史
上
、

最
大
規
模
の
フ
ェ
ス
タ
と
な
り

ま
し
た
。
全
厚
労
か
ら
は
埼
玉
、

三
重
、
大
分
、
本
部
か
ら
５
名

参
加
、
秋
田
県
医
労
連
か
ら
は

５
単
組
12
名
が
参
加
し
、
交
流

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
夕
方
ま
で
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
、

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
初
対
面

の
相
手
と
も
大
い
に
歓
談
、
ま

た
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
病
院
・

都
道
府
県
の
垣
根
を
越
え
、
日

ご
ろ
の
悩
み
や
仕
事
に
対
す
る

思
い
な
ど
を
語
り
つ
く
し
、
２

日
目
朝
に
は
１
日
目
の
様
子
を

ス
ラ
イ
ド
写
真
と
と
も
に
ふ
り

返
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
、

全
員
で
の
記
念
撮
影
を
行
い
、

参
加
し
た
青
年
一
同
の
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
は

青
年
部
お
手
製
の
座
席
カ
ー
ド

や
名
札
、
当
日
撮
っ
た
写
真
を

持
ち
寄
り
一
晩
で
制
作
し
た
ス

ラ
イ
ド
映
像
な
ど
、
他
県
か
ら

の
参
加
や
初
参
加
者
に
も
楽
し

め
る
よ
う
な
青
年
部
の
工
夫
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
安
否
確

認
・
見
回
り
の
徹
底
な
ど
「
組

織
的
対
応
」
も
き
ち
ん
と
し
て

お
り
配
慮
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

秋
厚
労
青
年
委
員
長
・
館
岡
賢

太
さ
ん
か
ら
の
「
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
で
大
い
に
語
り
、
職

場
の
不
満
や
悩
み
か
ら
組
合
へ

の
要
求
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
交
流
会
挨
拶
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
「
組
合
で
変
え
て
ほ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
っ
た
設
問
が
あ
り
、
し
っ

か
り
と
青
年
部
活
動
と
組
合
運

動
を
繋
げ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

秋
厚
労
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

タ
に
参
加
し
感
じ
た
青
年
の
熱

さ
を
、
全
厚
労
青
年
部
に
も
持

ち
帰
っ
て
、
10
月
に
埼
玉
で
開

催
予
定
の
青
年
集
会
「
Ｋ
，ｓ 

ｓ

ｔａ
ｔ
ｉｏｎ
」
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
宣
部
　
加
藤
ふ
み
）

　自転車保険の受付期間は、４月１日から５月中旬
までとなります。希望される組合員は、加入申込書・
保険料を単組・支部の担当者に提出をお願いします。
県医労連は、各組織の申込書・保険料を集約し、５
月中旬までに県労連へ提出する手続きとなります。

「医労連共済」
から皆さんへ

新たな“助け合い”
“支え合い”を届けます！
新たな“助け合い”
“支え合い”を届けます！

補償期間は
７月から
翌年７月まで

　自転車保険は、毎年の加入手続きが必要となります。
補償期間は、７月１日ＰＭ４時から翌年の７月１日
ＰＭ４時までとなります。
　自転車保険の紹介資料は、２月下旬に加盟組織に配
布予定です。現在、2016年度の保険料・補償内容の見
直しがおこなわれています。確定してパンフレットが
出来次第に医労連共済事業局から配布します。

　第47回日本医労連中央委員会(１月20～ 21日)
において、医労連共済事業の共済制度改定・規約改
正案が承認されました。内容は、①全労連共済の自
転車保険を活用する、②床下浸水見舞金の新設です。

自転車保険の開始～
受付の流れ

医労連共済の“NEW制度”

自転車保険 受付は５月中旬まで

１

2

全労連共済の自転車保険を活用します
（受け付けは５月中旬まで！）
※東京医労連は東京労働共済会が実施する「自転車保険」、
　大阪医労連は大阪労連共済が実施する「個人賠償責任保険」を利用する。

床下浸水見舞金の新設（16年７月１日より実施）

　

２
月
10
日
、
新
潟
県
新
発
田

市
に
て
、
三
北
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘

討
論
集
会
が
28
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
折
笠
由
美
子
副
執
行

委
員
長
が
「
年
明
け
に
、
埼
玉

県
厚
生
連
の
久
喜
総
合
病
院
と

熊
谷
総
合
病
院
の
２
病
院
が
民

間
譲
渡
さ
れ
る
話
が
出
た
。
全

厚
労
と
し
て
埼
厚
労
を
し
っ
か

り
と
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、「
協
同
組
合
は
誰

か
が
利
益
を
得
る
も
の
で
は
な

い
。
地
域
医
療
を
守
る
協
同
組

合
の
厚
生
連
は
重
要
だ
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
新
潟
か
ら
、「
第
２

組
合
設
立
後
の
脱
退
勧
奨
・
支

部
長
の
不
当
配
転
に
不
当
労
働

行
為
救
済
申
立
を
実
施
し
た
。

人
件
費
を
毎
年
１
億
２
千
万
円

減
額
し
続
け
る
給
与
表
・
給
料

体
系
見
直
し
提
案
を
受
け
た
が
、

粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、
今
年

４
月
か
ら
の
強
制
導
入
は
行
わ

な
い
こ
と
を
確
認
。
今
後
、
撤

回
を
求
め
て
春
闘
で
交
渉
す
る
。

病
院
縮
小
・
廃
止
問
題
で
は
地

域
と
一
体
と
な
り
働
き
掛
け
、

栃
尾
診
療
所
と
し
て
存
続
と
な

っ
た
」
と
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
潟
で
は
、

農
林
年
金
の
特
例
業
務
負
担
金

の
一
括
納
入
を
理
由
に
賞
与
手

当
を
年
４
回
か
ら
３
回
と
す
る

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
新
潟
で

農
林
年
金
が
議
題
と
な
っ
た
の

は
初
め
て
で
あ
り
、
他
道
県
連

で
の
農
林
年
金
問
題
が
ど
う
な

る
か
注
視
が
必
要
で
す
。

　

今
後
の
事
業
計
画
で
は
、
北

海
道
で
帯
広
厚
生
病
院
の
移
転

新
築
、
富
山
は
平
成
30
年
に
固

定
比
率
１
０
０
％
到
達
、
新
潟

で
は
「
慢
性
的
赤
字
病
院
は
根

本
的
に
見
直
す
」
と
明
記
さ
れ

た
、
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
構
想
で
は
、
秋
田

か
ら
県
主
導
で
県
南
の
２
つ
の

二
次
医
療
圏
の
統
合
議
論
が
進

行
、
福
島
で
も
２
つ
の
二
次
医

療
圏
の
統
合
議
論
が
進
行
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

16
春
闘
の
課
題
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
新
潟
か
ら
「
人
件

費
削
減
の
撤
回
、
病
院
縮
小
、

栄
養
科
の
委
託
問
題
。
連
休
制

度
に
つ
い
て
労
使
委
員
会
で
継

続
交
渉
。
厚
生
連
と
し
て
存
続

さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
医
療
を

守
る
」、
福
島
か
ら
「
調
理
員

の
一
時
金
、
57
歳
以
上
の
一
時

金
カ
ッ
ト
・
定
昇
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
な
い
。
早
朝
集
会
、
ワ
ッ
ペ

ン
や
腕
章
着
用
を
実
施
す
る
」、

秋
田
か
ら
「
58
歳
以
上
の
一
時

金
カ
ッ
ト
改
善
、
定
昇
ス
ト
ッ

プ
阻
止
、
誕
生
日
休
暇
（
誕
生

月
に
有
休
２
日
間
）
の
取
得
率

向
上
。
誕
生
日
休
は
、
取
得
率

は
約
30
％
で
、
特
に
７
対
１
病

棟
Ｎ
ｓ
の
取
得
率
は
ゼ
ロ
。
助

　

集
会
で
は
、
労
働
者
教
育
協

会
常
任
理
事
で
全
労
連
元
総
合

労
働
局
長
の
寺
間
誠
治
さ
ん
か

ら
「
労
働
組
合
っ
て
何
だ
？
」

と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

寺
間
さ
ん
は
、「
プ
ロ
野
球

選
手
会
」
が
労
働
組
合
と
し
て

認
定
さ
れ
、
選
手
生
命
も
短
く

社
会
保
障
も
不
十
分
な
選
手
の

地
位
向
上
を
目
的
に
運
動
す
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
の
野

球
教
室
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
な

ど
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
紹
介
。
２
０
０

４
年
に
起
き
た
プ
ロ
野
球
選
手

会
の
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題
で
は
、

全
労
連
が
選
手
会
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
、
定
期
大
会
で
全
面

支
援
を
確
認
し
て
、
と
も
に
闘

っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
、
今
の
労

働
組
合
活
動
で
、
労
働
三
権

（
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、
団

体
行
動
権
）
が
し
っ
か
り
と
活

か
さ
れ
て
い
る
か
、
と
問
い
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

労
基
署
の
労
働
相
談
員
も
さ

れ
て
い
る
寺
間
さ
ん
は
、
こ
の

数
年
間
で
一
番
多
い
相
談
内
容

が
、
解
雇
問
題
か
ら
、
い
じ
め

問
題
と
変
化
し
て
い
る
状
況
を

報
告
し
、
労
働
強
化
が
パ
ワ
ハ

ラ
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題

を
生
み
出
し
て
い
る
と
指
摘
。

ま
た
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
な
ど
、
労
働
時
間

が
規
制
さ
れ
ず
、「
残
業
代
ゼ

ロ
」
で
働
か
せ
る
制
度
が
導
入

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

１
３
０
年
前
に
起
き
た
シ
カ
ゴ

で
の
ヘ
イ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
件

（
８
時
間
労
働
を
求
め
る
労
働

者
た
ち
が
、
弾
圧
さ
れ
て
殺
害

さ
れ
た
事
件
）
を
経
て
、
メ
ー

デ
ー
（
５
月
１
日
）
が
生
ま
れ
、

そ
の
運
動
が
引
き
継
が
れ
て
い

る
中
で
、
歴
史
に
逆
行
す
る
動

き
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、「
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
を
め
ざ
す
看
護
集

会
」
が
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
０

３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
厚

労
か
ら
も
約
20
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

医
療
現
場
の
長
時

間
労
働
や
多
い
夜
勤

回
数
、
短
い
勤
務
間

隔
な
ど
は
、
医
師
・

看
護
師
・
介
護
職
員

不
足
が
そ
の
根
底
に

あ
り
、
安
全
・
安
心

の
医
療
や
介
護
を
困

難
に
さ
せ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
予
算
を
大

幅
に
削
減
す
る
安
倍

政
治
の
も
と
で
、
そ

の
困
難
な
状
況
は
さ

ら
に
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。

　

集
会
で
は
、
国
会

　

一
方
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行
う
５
年

毎
の
世
論
調
査
で
、
労
働
組
合

に
対
す
る
青
年
ら
の
イ
メ
ー
ジ

が
就
職
前
と
就
職
後
で
、「
職

場
を
良
く
す
る
た
め
に
大
切
」

「
い
ろ
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
る
」
が
大
幅
に
増
え
、

逆
に
「
雑
務
が
多
く
大
変
そ

う
」
と
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
こ
う

い
う
点
を
克
服
し
て
い
け
ば
労

働
組
合
の
可
能
性
は
大
き
く
広

が
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
地
域
住
民
あ
っ
て
の
医
療
で

あ
っ
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の

労
働
組
合
と
も
連
帯
し
て
、
福

祉
や
社
会
保
障
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、
鹿
児
島
か

ら
、
労
働
時
間
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
「
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
と
、

不
払
い
労
働
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
」
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
自
由
な
テ
ー
マ
で
討

論
し
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
は
、「
労
働
組
合
の

役
割
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
重
要
性

が
良
く
分
か
っ
た
」「
他
県
の

取
り
組
み
で
参
考
に
な
る
も
の

が
あ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

産
師
の
他
病
院
か
ら
の
助
勤
制

度
は
12
月
で
終
了
し
た
が
、
薬

剤
師
の
助
勤
制
度
が
始
ま
る
」、

北
海
道
か
ら
「
人
事
制
度
の
充

実
に
向
け
て
の
検
討
（
単
身
赴

任
手
当
の
増
額
、
人
事
制
度
全

般
の
課
題
解
決
に
向
け
た
協

議
）、適
正
な
労
働
時
間
の
管
理
、

地
域
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
向

け
た
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
の
明
示
」、
富
山
か
ら
「
減

額
措
置
の
な
い
定
期
昇
給
、
看

護
師
調
整
手
当
を
中
堅
層
以
降

に
増
額
、
55
歳
以
降
の
一
時
金

カ
ッ
ト
改
善
、
暫
定
給
を
基
本

給
に
組
み
入
れ
る
こ
と
」
な
ど

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
互
に
意
見
交
換
お
よ
び
情

報
共
有
を
行
い
、
16
春
闘
勝
利

に
向
け
て
、
貴
重
な
討
論
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
教
宣
部
　
中
川
　
健
）

請
願
署
名
を
集
め
、
自
治
体
決

議
と
国
へ
の
意
見
書
採
択
を
広

げ
、
国
会
決
議
と
具
体
的
な
法

整
備
な
ど
を
実
現
し
よ
う
と
意

思
統
一
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

集
会
後
に
、
現
場
の
実
情
と

切
実
な
要
求
を
訴
え
る
た
め
、

衆
参
の
厚
生
労
働
委
員
を
中
心

に
要
請
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
厚
労
は
、
出
身
県
と
参
議
院

比
例
区
に
分
か
れ
て
厚
労
委
員

を
回
り
ま
し
た
。
野
党
の
み
な

さ
ん
は
比
較
的
話
を
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
が
、
特
に
小
池
晃
議

員
（
共
産
）
の
部
屋
で
は
、
要

請
団
に
元
同
僚
の
看
護
師
さ
ん

も
い
て
、
議
員
本
人
は
留
守
で

し
た
が
、
応
接
室
で
秘
書
の
方

に
じ
っ
く
り
と
看
護
現
場
の
実

態
を
聞
い
て
頂
け
ま
し
た
。

～衆参厚生労働委員へ要請～

法改正と医療予算の
大幅増額を

法改正と医療予算の
大幅増額を

初めて聞く話も多かった講演にも納得 寺間誠治さん

応接室でしっかりと話を聞いてくれました

三北ブロック代表があつまりました

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
集
会

　
２
月
６
〜
７
日
、
高
知
県
高
知
市
・
三
翠
園
に
て
、
全

厚
労
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
集
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
全
厚
労
未
加
盟
の
鹿
児
島
県
厚
生
連
の
仲
間

２
名
も
参
加
し
、
総
計
７
県
か
ら
80
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

労
働
組
合
の
役
割
し
っ
か
り
学
ぶ

労
働
組
合
の
役
割
し
っ
か
り
学
ぶ

労
働
組
合
の
役
割
し
っ
か
り
学
ぶ三北ブロック

春闘討論集会

春闘勝利に向けて意見交流春闘勝利に向けて意見交流春闘勝利に向けて意見交流

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
89
名
の
青
年
集
ま
る

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
89
名
の
青
年
集
ま
る

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
89
名
の
青
年
集
ま
る

秋
厚
労
青
年
部・史
上
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
に
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
12
月
号
の
答
え
： 

Ｃ 

）

締め切り：２０１６年3月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第106回は富山と長野にお願い
しました。

頑張る仲間

　長厚労佐久支部から、副執行委員長の池田
拓也さんを紹介します。
　支部で青年部長を務めた後、執行委員とな
り、書記長を担ってきました。業務では、事
務職として地域ケアや救急部門を担当してい
ましたが、昨年4月より、労組専従となりま
した。本人曰く、「大好きな組合活動を好き
なだけできる環境におかせてもらい、幸せで
す」と張り切っています。
　当支部の特徴として、文化活動を運動の柱の一つとして位置付けて
いることがあります。池田さんも例外ではなく、コーラス部に所属し、
指揮者としても活躍しています。
　これから労働組合運動の中心を担って、ますます活躍されることを
期待しています。

　富厚労からは「笑顔がとても爽やかで男
前な」橘　優人さんを紹介します。高岡病
院支部では事務員として日々奮闘してお
り、組合活動においては大役である青年部
長を務め「気軽に楽しめ参加しやすいイベ
ント！」を企画・運営し、支部活動を盛り
上げ、青年部を引っ張ってくれています。
　家では、愛犬とゆったりと過ごす時間に
癒しを感じる可愛い一面もありますが、男
らしいスポーツマンでもあり、野球・ゴル

フ・スポーツ観戦など多趣味の持ち主です。なかでも野球では高岡
病院支部の野球部に所属し、様々な大会でチームの勝利に貢献して
います。そんな橘さんの今後のさらなる活躍を期待しています。

富山　橘  優人さん

長野　池田拓也さん

　

腰
痛
対
策
！
介
護
だ
け
で
な
く
看
護

に
も
ほ
し
い
！
う
ち
の
病
院
は
配
・
下

膳
か
ら
環
境
整
備
、オ
ム
ツ
交
換
、移
乗
、

フ
ロ
介
助
す
べ
て
Ｎ
Ｓ
の
仕
事
!!
み
ん

な
腰
痛
で
す
(^^;                   

（
岐
阜
）

―
―
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
看
護
に
も
腰

痛
対
策
、
ひ
い
て
は
大
幅
増
員
実

現
を
し
た
い
で
す
ね
。
介
護
で
働

く
友
人
も
事
あ
る
ご
と
に
腰
痛
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
…（

Ｋ
Ｔ
）

 

帯
広
は
毎
日
寒
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
日
も
２
日
連
続
ト
イ
レ(

水

洗)

の
水
が
流
れ
ず
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト

ー
ブ
に
て
開
通
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

２
月
一
杯
ま
で
は
心
配
な
日
々
で
す
。

（
北
海
道
）

―
―
関
東
は
先
日
20
度
を
超
え
る
驚
異

的
な
暖
か
さ
と
な
り
ま
し
た
。
翌

日
に
は
２
月
の
気
温
に
戻
っ
た
の

で
す
が
、
1
日
だ
け
春
を
先
取
り

し
た
よ
う
な
日
で
し
た
。（
Ｋ
Ｔ
）

　

全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
全
国
の

仲
間
の
様
子
や
取
り
組
み
、
世
の
中
や

医
療
界
の
流
れ
が
分
か
り
や
す
く
紹
介

さ
れ
て
い
て
、
毎
月
か
か
さ
ず
読
ん
で

い
ま
す
。                 　
　
　
（
新
潟
）

―
―
毎
回
の
講
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
様
々
な
情
報
の
な
か
で
自

分
た
ち
に
有
益
な
内
容
が
あ
れ
ば

是
非
と
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。              （
Ｏ
Ｈ
）

　
「
患
者
さ
ま
が
き
も
ち
良
く
な
る
看

護
・
私
達
ス
タ
ッ
フ
も
き
も
ち
良
い
職

場
」
患
者
さ
ま
と
私
達
が
過
ご
し
や
す

く
、
笑
顔
と
「
あ
り
が
と
う
」
が
広
が

る
よ
う
手
当
の
看
護
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
笑
顔
の
輪
を
手
か
ら
手

へ…

伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 （
秋
田
）

―
―
患
者
さ
ま
が
き
も
ち
良
く
な
る
…

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
よ
り
「
あ
り

が
と
う
」
が
あ
ふ
れ
る
職
場
が
い

い
で
す
よ
ね
。              （
Ｙ
Ｎ
）

　

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
へ…

を
読
ん

で
、
昨
年
か
ら
７
：
１
看
護
基
準
を
取

得
す
る
た
め
、
せ
っ
か
く
と
れ
て
い
た

誕
生
日
有
休
が
と
れ
な
く
な
っ
た
。
ま

た
有
休
消
化
の
た
め
１
週
間
の
休
み
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
全
く
取
れ
な
く
な

っ
た
。
記
事
に
あ
っ
た
よ
う
に
多
様
な

対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
秋
田
）

―
―
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
、
多
様
な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
ね
。
他
方
、
組
合
と
し
て
も
７

対
１
で
人
が
足
り
て
い
な
い
実
態

を
的
確
に
と
ら
え
る
為
に
、
届
出

事
務
書
類
の
様
式
９
を
確
認
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
ね
。
も
し
か
し

た
ら
、
逆
に
看
護
師
さ
ん
の
労
働

時
間
余
剰
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
何
よ
り
大
切
な
の
は
、

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
で
す
。
少

し
ず
つ
良
く
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
Ｎ
Ｋ
）

　

勤
務
交
代
に
な
っ
て
か
ら
『
ニ
ュ
ー

ス
』
を
読
む
こ
と
が
め
っ
き
り
減
り
ま

し
た
。
昨
年
思
い
も
か
け
な
い
病
を
得

（
？
）
て
病
人
体
験
を
い
た
し
ま
し
た
。

皆
保
険
制
度
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
、

あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

い
つ
も
思
う
の
で
す
が
若
い
世
代
が
こ

の
紙
面
や
医
労
連
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で

い
ま
せ
ん
。
内
容
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、

紙
面
の
工
夫
も
必
要
で
は
。 （
北
海
道
）

―
―
耳
が
痛
い
で
す
。
若
い
メ
ン
バ
ー

も
入
れ
て
話
し
合
っ
て
ま
す
が
、

も
っ
と
読
者
か
ら
の
声
が
欲
し
い

で
す
。                    　
（
Ｍ
Ｔ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
　「聞かせて・教えて！」のコーナーが始まってからもうす
ぐ１年になります。まだまだ携帯・スマホからの投稿は少な
いのですが、3月号までの投稿数による累計ポイントで景品
進呈を予定していますので、これから是非ご活用下さい。
　今回の「聞かせて・教えて！」は、「今年４月に入る新人
たちに、先輩として伝えたいこと」です。
　下記のＱＲコードを読み取って、投稿サイトにアクセスす
るか、以下のメールアドレスに空メールを送って下さい。

kikasete@zenkouro.org

　質問フォームに、必要事項を記入して送信して下さい。氏
名・住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事
項です。投稿数に応じてポイントが貯まります。
　なお年齢・職種・連絡先などは、具体的に質問に関連して
記載をお願いした場合のみ必須となります。

● 今回の「聞かせて・教えて！」 ●

投稿締切　投稿・パズルとも3月末まで投稿締切　投稿・パズルとも3月末まで

質問１  2月号で一番興味・関心があった記事は？
Ａ＝埼玉２病院譲渡問題
Ｂ＝ブロック討論集会　　Ｃ＝自転車共済制度　
Ｄ＝秋田青年部ウィンターフェスタ

意見・要望　
「今年４月に入る新人たちに、先輩として伝えたいこと」

（4）2016年２月20日 第432号全 厚 労 ニ ュ ー ス


